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日程第１０　議案第１７号　上毛町園芸振興施設設置条例の全部を改正する条例について
日程第１１　議案第１８号　上毛町集会所条例の一部を改正する条例について
日程第１２　議案第１９号　指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等）
日程第１３　議案第２０号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）
日程第１４　議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算
日程第１５　議案第２２号　平成２７年度上毛町国民健康保険特別会計予算
日程第１６　議案第２３号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算
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○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　一礼しておかけください。礼。
　ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１、諸般の報告を行います。
　本日の会議では、３月３日の本会議で各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。
　各常任委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員として、お手元に配付した各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第９、議案第１６号　上毛町敬老金条例の一部を改正する条例について、日程第１１、議案第１８号　上毛町集会所条例の一部を改正する条例について、日程第１２、議案第１９号　指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等）、日程第１４、議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１５、議案第２２号　平成２７年度上毛町国民健康保険特別会計予算、日程第１６、議案第２３号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１９、議案第２６号　平成２７年度上毛町奨学資金特別会計予算、日程第２０、議案第２７号　平成２７年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、以上８件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は３月９日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会６名と町長以下執行部の出席をもって午前８時５３分開会、１４時４分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案２件、予算案５件、その他１件の合計８件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。

　議案第１６号　上毛町敬老金条例の一部を改正する条例について、最初に長寿福祉課長に説明を求めました。
　質疑として、合併前は両村は手厚くしていたところ、また今後経費がかかるでしょうが、お菓子を配るのをやめる、職員の負担もかかるので振り込みは理解できる。その分、金額を上乗せしたらどうか。
　答弁。５,０００円プラス１,５００円のお菓子となっていたと思うが、時代の変化とともに出席者が減ってきた。お菓子は日もちも悪いし、職員の負担もある。予算的には下がったということになるが、実際に来られた方の感覚としてみると５,０００円が６,０００円になったということで、それなりの効果はあると考える。

　他の議員から地域の物と言われたが、選定は難しい。とりあえず自由に使えるお金で今回は措置をしたので理解していただきたい。

　質疑。６,０００円にするのは反対ではないが、合併当時７,０００円だったので、まず７,０００円程度に戻すべきではないか。

　答弁。賛否両論あると思う。そこまで手厚くお金をいただくのは申しわけないというお年寄りの方もいる。様子を見て判断させていただきたい。

　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第１８号　上毛町集会所条例の一部を改正する条例について、最初に教務課長に説明を求めました。
　質疑として、土佐井集会所も１０年たてば同じということか。

　答弁。土佐井がなくなれば、集会所条例自体も廃止することになる。

　質疑。廃止することは決まっているが、現時点の建物はどこに返すのか。所有権は。

　答弁。合併以前、西友枝地区には金代、小畑、横川、仙代の公民館があったが、合併と同時に集会所条例で集会所に指定した。横川、仙代については平成１７年１０月１日に地元の方に所有権を移転している。今回、金代、小畑地区についても地元に話をして、現在、支援団体をつくってもらうようにお願いしている。その団体と契約することになると考えている。

　質疑。この話は１０年前にその取り決めがあって、契約時期が近づいたことがあって、行政のほうが方が地元に提案したのか。地元のほうが承知して１０年になるから行政のほうに打診をしたのか。

　答弁。集会所条例があって、金代、小畑については１０年間の指定管理をしているが、その期間が３月いっぱいで切れる。もともとの約束で継続にはならず、地元に話をした。

　討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第１９号　指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等）、最初に教務課長に説明を求めました。

　質疑として、公の二つの施設が併存して、一つの社協という法人が一元的に管理するということにおいて、げんきの杜の中にはお湯の施設とか運動施設とかいろいろな施設がある。ちょっと色合いの違う図書館という二つの施設が併存して一元的に管理される場合の運営上管理上の問題は生じないか。

　答弁。過去を見ると、平成２２年から２７年、それから２２年前の３年間ずっと社会福祉協議会に管理をお願いしている。合併して１年後から指定管理を受けており、今のところ弊害は出ていない。
　指定管理を出すのはやぶさかではないが、今までお風呂、天井の落下、トイレの水漏れ等、管理を受けている側が、こまめなチェック機能を果たしておれば、もう少し早く手が打てたのではないか。お風呂、トイレ等、受けた側がチェックをもう少し丹念にやっていれば、町の修繕費は少なくて済んだのではないか。管理を受ける側は町から詳細な項目を入れて管理者に出すべきではないか。

　答弁。今から協定等を結ぶので、その際、チェック機能を強化して指導したい。

　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算（所管分）について、最初に総務課長に総括説明を求めました。

　総括説明の質疑として、毎年のように新製品の開発、町内産のＰＲということを言われたが、こうげ武楽里前の加工場は、みそを加工していた。今見るとずっと休んでいて加工していない。さわやか市から上毛のみそが消えている。上毛は米、麦、大豆が主産種目。そのみそが消えている。どういうことでみその生産がなくなったのか。消してどうして前に進めようとしているのか。

　答弁。みそ工房は以前３団体が加工していた。今は自宅でやっている方もいる。なおかつ、町が進めている６次産業化で町内産の大豆等を活用して加工している。現時点では詳細は答えられないが、前はたるのみを置いて、そこに保存していたように聞いている。
　質疑。反論するわけではないが、せっかくあったものが消えていく、この寂しさは新生６次産業をしっかりやっていく、予算も組んでいる、それは大変いいことですが、本腰をどこまで入れきるか、やりたかったが、ここで落ちたことのないように、やりかかったら最後までやらないといけない。だから、一押し、二押し、三押しして、高速道路も開通します、ここに来ても特産品はないじゃないかということを言われないようにしっかりやっていただくことを希望する。

　答弁。おっしゃるとおり、ゴール地点は同じところを見ていると思うわけで、きょう、産業振興課はいないが、産業振興課もその辺はしっかり考えて、知恵をしぼっている。もう少し、急がず様子を見ていただきたい。
　質疑。歳入の部分で法人町民税を昨年並みにしているが、３月補正で法人町民税を１億２,０００万円の増額補正をしている。予算編成時点ではよくわからなかったということはわかるが、幾らか増額で見込んでもよいのではないか。

　答弁。御指摘のとおりと思うが、予算編成の時期がちょっと前なので、将来的には補正でお願いをしたい。

　質疑。大池公園の開発のことですが、池の周囲をするので、水利権者とどういう話をしているのか。話がきちんとできているのかどうか。保安林があれば、国とは開発許可はできているのか。

　答弁。行政としてみれば当然のことです。水利の話もしているし、保安林の話もしている。しなければ次に進めない。心配されているが、職員が対応している。

　続いて、担当課長の説明を求めました。住民課長、長寿福祉課長、子ども未来課長、教務課長の順で説明を受けました。
　質疑として、社会福祉協議会の補助金を４００万円減額している。職員が退職したと聞いたが、あとは嘱託で再雇用するのか。

　答弁。今のところ臨時で採用すると聞いている。

　福岡県介護保険広域連合負担金があるが、今度、保険料が改定するのではないか。改定されたのかどうか。

　答弁。２７年度から改定される。

　改定幅等、具体的なことは聞いているか。

　答弁。平均で月７００円前後上がる見込み。

　質疑。成年後見人制度ですが、何名の対象者がいるのか。重度の認定レベルはあるのか。

　答弁。４名予定している。いずれにしても医師の診断が要る。認知症、知的障害等判断能力が不十分な方で、医師の鑑定が必要となる。鑑定書を見て判断する。

　質疑。大平保育所の増設の設計費用があるが、これはいつから入所させるための設計委託料か。
　答弁。スムーズに設計等が進んでいけば、２８年度に対応できるようにしたい。
　質疑。子供の数は流動的だが、長期に見た場合、今回の増築計画は絶対にやらなくてはならないのか。

　答弁。今後の増築計画は、今後ある一定期間の園児の伸びの見通し、現状も既に措置が定員オーバーで３施設ともやっている。ここ四、五年この傾向が続くだろう等の予測を加えた上で、しっかりとした定員計画を２８年度以降立てるように今回拡大するようにしている。

　質疑。保険事業費のがん検診の手数料は今度から取らなくなったのか。

　答弁。手数料を特定健診などと同様に業者の方に収受させて差し引きで委託料を支払うので減額になっている。

　そういうことは、受診する人の負担は変わらないということか。

　答弁。応分の負担は２６年度と同様にいただくように考えている。

　質疑。ポータブル不法投棄対策監視カメラを購入するが、電源はどうなっているのか。処置の方法はどうするのか。映像はどうやって送るのか。

　答弁。普通の監視カメラで、電源は乾電池、データは定期的に回収して確認する。現在の固定カメラのようにリアルタイムではない。

　質疑。太陽光発電の補助金ですが、九州電力が規制をかけている。一般家庭は大丈夫と考えてよいのか。

　答弁。九電がいろいろガイド等を出している。３月までは今のままですが、４月以降は出力制御対応機器の設置義務がある。その機器も含め、本年度、補助金の内容を見直すように考えている。彩葉も太陽光発電の補助金があるということも売りの一つなので、早目に状況をお知らせできるように決めていく。

　質疑。中学校屋内運動場非構造部材改修工事ですが、金額が高いので工事内容の説明をお願いする。

　答弁。武道場の天井部分、石こう部分を撤去して、軽量のグラスウールボードの張りかえを行う。次に、全館のフロアの２階部分の屋根、卓球場の天井を張りかえる。
　質疑。友枝瓦窯跡保存処理をするが、駐車場はつくる思いはないか。

　答弁。友枝瓦窯跡は国庫補助事業でやっている。緊急保存整備事業である。それから先は計画を立てないと、全くできない状況である。

　質疑。上毛の史跡をめぐるとき、見学場所として駐車場の提供がないとパスされる。工事を早くして、活用計画をつくるべきでは。
　答弁。国指定、県指定を含め、今後十分検討していく。

　質疑。青少年海外体験学習事業ですが、研修先がタイのほうになっているが、変更した理由は。近くなるので安くなるのではないか。
　答弁。派遣先ですが、平成２６年の上毛町交流推進協議会の議題として上げた。協議の結果、承認をいただいた。理由として、タイ王国はアジア諸国の一員、一人でも多くの子供が海外派遣に参加することができる。町内に在住する企業がタイ王国へ進出している。

　討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第２２号　平成２７年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、最初に長寿福祉課長に説明を求めました。

　質疑として、滞納世帯数と短期保険証の発行件数は。

　答弁。５件前後と思います。

　討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第２３号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、最初に長寿福祉課長に説明を求めました。
　質疑。滞納世帯数と短期保険証の発行件数は。

　答弁。後で回答します。

　討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第２６号　平成２７年度上毛町奨学資金特別会計予算について。最初に教務課長の説明を求めました。

　質疑。奨学金返還金の滞納はないのか。

　答弁。現在１００％償還していただいている。

　討論なし。

　採決。全会一致で採決することに決しました。

　議案第２７号　平成２７年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について。最初に住民課長に説明を求めました。

　質疑。今後、滞納の解消に向けて職員一丸となって努力して、できるだけ町の負担を少なくするため、今後努力をやっていくのかどうか。計画は。
　答弁。粘り強く徴収するしかない。定期的に訪問するなり話をして、少しでも納めていただくような形をとっていく。

　討論なし。

　採決。全会一致で可決することに決しました。

　以上、報告を終わります。

○議長（安元慶彦君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
　御苦労でした。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（安元慶彦君）日程第２、議案第９号　上毛町課設置条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第１０号　上毛町行政手続条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第１１号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第１２号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について、日程第６、議案第１３号　上毛町教育長の勤務時間その他勤務条件に関する条例の制定について、日程第７、議案第１４号　上毛町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について、日程第８、議案第１５号　上毛町個人情報保護条例の一部を改正する条例について、日程第１０、議案第１７号　上毛町園芸振興施設設置条例の全部を改正する条例について、日程第１３、議案第２０号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）、日程第１４、議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１７、議案第２４号　平成２７年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、日程第１８、議案第２５号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、日程第２１、議案第２８号　町道路線の変更について、日程第２２、議案第２９号　町道路線の廃止について、日程第２３、議案第３０号　町道路線の認定について、日程第２４、議案第３１号　新町建設計画の変更について、日程第２５、議案第３２号　上毛町土地開発公社定款の一部を変更する定款について、日程第２６、議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、以上１８件を議題といたします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。
　宮崎委員長。
○総務産業建設委員長（宮崎昌宗君）総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は、３月１０日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下執行部の出席をもって、午前８時５３分開会、午後１時５０分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案８件、予算案３件、その他７件の計１８件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。

　議案第９号　上毛町課設置条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明がありました。大池公園及び周辺の整備等を行うために、新たな開発交流推進課を設置することに伴い、関係条例の整備が必要あるため。課の設置期間については、上毛パーキングエリア、スマートインターチェンジへの連結事務及び公園整備の完成が終わるまでの設置と見込んでいるとの説明がありました。

　質疑。対外的な交渉とあるが、計画は。

　答弁。公園内の民間企業誘致等の交渉、市町村等の交流関係、すなわち姉妹都市への交渉等も含まれる。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１０号　上毛町行政手続条例の一部を改正する条例について。総務課長より説明がありました。大きく３点の改正があり、１、行政指導をする際に、根拠となる法令の条項を明記しなければならない、２、行政指導を受けた相手方で、法律の要件に適合しないと思うときは、町の機関に対し中止等を求めることができる、３、何人も法令違反があると思われる場合において、その是正のため、町に対し行政指導をすることを求めることができる、とのことでした。
　質疑。この行政手続の方法を住民に周知することは考えているか。

　答弁。町の広報、ホームページ等でお知らせをする方策を考えたい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１１号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長より説明がありました。
　大きく３点の改正があり、１、管理職員特別手当の上限を８,０００円から８,５００円へ変更、２、単身赴任手当の基礎額を２万３,０００円から３万円に引き上げ、移動距離に応じた加算額を４万５,０００円から７万円にするもの、③職員給与を給料表のとおり約２％の引き下げ、激減緩和措置として５年間の現給補償を行うとのことでした。

　質疑。上毛町から県等に出向している職員はいるのか。

　答弁。県庁に研修生ということで、３３歳の職員を１名派遣している。

　質疑。今回の改正で、職員の士気が下がらないか心配だが。

　答弁。新課の設置で、業務内容が効率化し、オーバーワークが軽減されると思う。現在、メリハリをつけた職務を行うように指示し、深夜に及ぶ残業もなくなっていると思う。

　質疑。管理職の特別手当に関しては、民間では手当が一切出ないが。

　答弁。今回の改正は特別勤務手当ということで、災害等を想定しているものである。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１２号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について、総務課長より説明がありました。

　教育行政の責任の明確化を図るため、教育委員長と教育長を一本化し、新教育長の設置、また、新たに総合教育会議の設置及び教育振興に関する施策の大綱の作成等を行うものである。

　質疑。新たにできる総合教育会議のメンバーは。

　答弁。４月か５月に設置したい。メンバーは現在の教育長、教育委員の４名を考えている。

　質疑。教育長と子ども未来課の連携はどのように行うのか。

　答弁。教務課と子ども未来課を隣同士に設置し、連携を強化している。総合教育会議には町長も入り、方針的な指示を出すと考えている。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１３号　上毛町教育長の勤務時間その他勤務条件に関する条例の制定について、総務課長より説明がありました。

　教育長の勤務時間その他の勤務条件については、他の条例に定めるもののほか、一般職員の例によるとのことでした。

　質疑。勤務時間はどのようになるのか。

　答弁。現在では８時３０分から１７時１５分での勤務となる。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１４号　上毛町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について、総務課長より説明がありました。

　教育長が研修を受ける場合等において、職務に専念する義務を免除されるといった内容でした。
　質疑。特別職等に関して、定年制、年齢制限は考えていないのか。

　答弁。選任をした方の承認を議会で提案するので、そのときに議論をしていただきたい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１５号　上毛町個人情報保護条例の一部を改正する条例について、企画情報課から説明がありました。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１７号　上毛町園芸振興施設設置条例の全部を改正する条例について、産業振興課長より説明がありました。

　本町において、八ツ並、土佐井地区の二か所に園芸振興施設（リースハウス）の設置をしていましたが、土佐井地区リースハウスが平成２６年３月３１日をもって利用権の期限が切れ、土地所有者からの返還の申し出が出たので、平成２６年９月に返還しました。また、八ツ並地区のリースハウスの管理の現状に合わせ、条例の全部改正を行うことになりましたとの説明がありました。

　質疑。八ツ並地区の利用権の期限はいつまでか。

　答弁。平成３１年６月１４日まで。

　質疑。使用料の関係はどうなるのか。

　答弁。現在、１棟当たり４万円いただいています。今回の条例改正により２万円以下としたいが、資材や水利費用等の諸経費を入れて３万５,０００円くらいになるのでは。今後、精査したい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２０号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）。総務課長より説明がありました。西友枝体験交流センター運営委員会を上毛町西友枝体験交流センターの指定管理者として指定するためのものである。

　なお、当初、平成２４年度から３年間は年間１２５万円の指定管理料を支払っていたが、今回の指定管理料はないものとして、当初予算には計上していませんとのことでした。

　質疑。３年間の決算資料等を議会に提出していただきたい。

　答弁。議長からの指示があれば提出します。

　質疑。なぜ指定管理検証委員会の検証対象となっていないのか。

　答弁。企画情報課所管の３施設、道の駅、大平楽、手づくり村を対象としているためで、法人関係の管理状況を検証するためで、地元組織等の指定管理は対象としていない。ゆいきららは総務課所管となるので、総務課として検証し、意見を述べてまいりたい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算（所管分）、最初に総務課長より説明がありました。
　総括説明に対する質疑。経常収支比率が９０％を超えているが、どのようなことが要因か。

　答弁。県の平均が９１.７％、市町村の平均が９５％と全体的に上がっている。臨時財政対策債の満額発行をしていないので、その影響も受ける。この数字だけを見て、町の財政の正確な評価とするには難があり、さまざまな数値を総合的に判断しなければならない。

　また、経常的一般財源が、税収や国の動向、交付税に左右されやすく、経常経費が変わらずとも、比率の数字が変動するため。

　質疑。さらに支出を減らし、経常収支比率を下げるべきでは。

　答弁。比率が上がるほど、財政の弾力性を失い、突発的な事態に対応できなくなるが、本町は借金が少なく、基金が多く、もしもの場合は基金の活用や市町債を借りて十分対応できる体制である。

　質疑。県からの指導はないのか。

　答弁。改善は必要だが、比較をしたときに特別悪くなく、指導が行われている状況ではない。

　質疑。当初予算と新町建設計画の財政計画の整合性は。
　答弁。新町建設計画は、昨年１０月から県と協議しており、作成時期のずれもあり、数値的な面で違いはある。

　質疑。工事等の業者選択の判断は適正か。

　答弁。発注者として基本的には一流商品をいただきたい。もし工事等でミスがあれば、指名回避、指名停止等の手段をとる。

　次に担当課長より、総務、企画情報、開発交流推進班長、税務、産業振興、建設、議会の順で説明がありました。

　歳出に対する主な質疑。

　質疑。コモンパーク上毛彩葉分譲地除草作業委託料は町有地分ということか。

　答弁。７７区画中３６区画が販売済み、残りの４２区画分です。

　質疑。宅地分譲の販売状況が足踏み状態では。

　答弁。今後も販売促進に力を入れていきたい。

　質疑。大池公園イルミネーション設置委託料は１００万円では少ないのでは。

　答弁。従来の役場前のイルミネーションをやめて、大池公園周辺に設置するので、規模として３～４倍のものができるのでは。

　質疑。築上東高等学校跡地建築条件つき宅地分譲業務委託料の内容は。

　答弁。建築基準に合っているのかの審査料と、販売促進費である。町は土地販売による仲介料の支払いはない。

　質疑。ホームページ運用管理業務で情報の更新も行っているのか。
　答弁。全般的な管理委託で、情報の更新は企画情報課で行っている。

　質疑。社会保障・税番号制度導入に伴う基幹系システム改修業務委託は、国の補助等はないのか。

　答弁。全体で７２４万円の国からの補助金がある。

　質疑。大池公園の開発計画事業は、国からの補助金等はないのか。

　答弁。設計や策定レベルの段階では補助事業はない。ハード事業に入った場合、起債事業やさまざまな補助事業は検討していく。

　質疑。営農相談員の専門分野は。

　答弁。専門分野はないが、農家の相談やアンテナショップの支援を行っている。

　質疑。平成２６年度のアンテナショップの売り上げは。

　答弁。１月末までで約８２３万円、４１回開催しています。

　質疑。議員全員の前で消防団長が辞意を表明したが、団長からの退職願は出されているか。

　答弁。事務局のほうには届いていない。

　などの質疑答弁が行われました。

　歳入についての質疑。

　質疑。入湯税の納税方法は。

　答弁。翌月の１０日に申告書をもって納税してもらっている。

　質疑。前指定管理者の入湯税の滞納はどうなったのか。

　答弁。法的手段は随時行っている。大きな進展はないが、ことしに入って一部動産の差し押さえを行って、公売等を行いたい。

　質疑。横領罪等の刑事告訴などを行えないのか。

　答弁。顧問弁護士から刑事告訴は該当しないのではと伺っている。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２４号　平成２７年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、建設課長より説明がありました。

　質疑。この事業エリアで新規に家を建てる方は、接続するのか。

　答弁。町で公共ますの設置を行い、接続していただいております。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２５号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、建設課長より説明がありました。

　質疑。行橋間税会とは。

　答弁。消費税申告のための行橋税務署がつくった会です。

　質疑。東上有田地区に関しては、この事業と関係ないのか。

　答弁。簡易水道区域ではなく、地元で管理をしている飲料水供給施設となります。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　続きまして、議案第２８号　町道路線の変更について、及び議案第２９号　町道路線の廃止について、及び議案第３０号　町道路線の認定について、いずれも建設課長より説明があり、いずれも質疑なし、討論なし、採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３１号　新町建設計画の変更について、企画情報課長より説明がありました。

　質疑。大池公園周辺の開発は、合併特例債が該当するのか。

　答弁。該当します。公共施設整備債もあるので、有利な方法をとっていきたい。

　質疑。特例債以上に有利な方法があるのか。

　答弁。補助金等があります。

　質疑。国・県の補助金がつくのか。

　答弁。なるべく補助金をもらえるような方法で行いたい。
　質疑。国・県の補助金ではさまざまな制約が多いが、思いどおりに計画できるのか。

　答弁。計画全体の中で補助金を得るというより、細部において農業系や林業系の補助金を検討して、有利な方法をとっていきたい。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３２号　上毛町土地開発公社定款の一部を変更する定款について、企画情報課長より説明がありました。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、総務課長より説明がありました。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　また、当委員会の中で、西友枝体験交流センターに係る過去３年の決算報告と、今後の活動計画及び事業計画の資料を町に対し請求する提案がありました。協議の結果、議長を通じて資料請求の申し出をすることになりました。議長は当委員会に所属しておりますので、口頭で申し入れを行っています。

　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。

○議長（安元慶彦君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。
　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
　大山議員。
○９番（大山　晃君）議案第２５号の建設課長の答弁で、東上有田地区の水道がどうかという質疑に対しての答弁が、飲料水という言葉を使ったんですよ。あれは生活用水じゃないかと私は思っておるので、訂正が要るんじゃないかと思いますが、建設課長どうでしょう。
○議長（安元慶彦君）これは執行部の答弁はないです、委員長に対する質疑ですからね。

　宮崎委員長。
○総務産業建設委員長（宮崎昌宗君）先ほど私が報告したとおり、答弁としては簡易水道区域でなく、地元で管理している飲料水供給施設というような答弁でございました。それ以上のことは私のほうからは委員長報告ですので、申し上げられません。
○議長（安元慶彦君）大山議員。

○９番（大山　晃君）だから、答弁が間違っているのではないかということを私は（指示）している。だから、ここで建設課長から「そうです」ということを言っていただければ終わるんですけどね。
○議長（安元慶彦君）大山議員、委員長の報告は経過についての報告でございますから、執行部のほうに答弁を求めることはできません。

　ほかに。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
　御苦労でした。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）ここで、総務産業建設常任委員会の中で、西友枝体験交流センターに係る過去３年の決算報告と、今後の活動計画（事業計画）の資料を町に対して請求する提案がなされましたので、本会議において、その提案をお諮りしたいと思います。
　委員長から申し出のとおり、西友枝体験交流センターに係る２４年度から２６年度までの過去３年の決算報告と２７年度の予算書と事業計画の資料を町に対して請求することに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）御異議なしと認めます。

　したがって、本資料請求については、後日、議長名で請求することに決定をいたしました。

───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第９号　上毛町課設置条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第９号に反対の立場から討論いたします。大池公園及び周辺の整備に多額の投資を行い、それへの費用対効果、事業の収支の調査を十分に行わず事業を進めようとしているので、この議案に反対いたします。

○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）賛成多数）。よって、議案第９号　上毛町課設置条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第３、議案第１０号　上毛町行政手続条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１０号　上毛町行政手続条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第４、議案第１１号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第１１号に反対の立場から討論いたします。今、民間企業は景気回復のために賃上げの機運が高まっています。そうした中で、公務員の賃下げは、民間労働者の賃上げ交渉の足を引っ張り、景気回復にも逆行することになるので、この議案に反対いたします。

○議長（安元慶彦君）ほかに。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）起立多数。よって、議案第１１号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第５、議案第１２号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１２号　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第６、議案第１３号　上毛町教育長の勤務時間その他勤務条件に関する条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１３号　上毛町教育長の勤務時間その他勤務条件に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第７、議案第１４号　上毛町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１４号　上毛町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第８、議案第１５号　上毛町個人情報保護条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１５号　上毛町個人情報保護条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第９、議案第１６号　上毛町敬老金条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１６号　上毛町敬老金条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１０、議案第１７号　上毛町園芸振興施設設置条例の全部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１７号　上毛町園芸振興施設設置条例の全部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１１、議案第１８号　上毛町集会所条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第１８号に反対の立場から討論いたします。
　合併後、この地域は高齢化と戸数は減ってっているために、現在も将来的にも、集会所を維持管理する負担は平地に比べ重くなり、１戸当たりの住民負担は重くなります。このような結果を招いたのは、住民の声を十分に聞かず、合併ありきで合併を進めてきた結果であります。今後、集会所の維持管理に当たっては、もう一度、地元住民と十分話し合いを行うべきということを申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）起立多数。よって、議案第１８号　上毛町集会所条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１２、議案第１９号　指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等）、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第１９号　指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１３、議案第２０号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２０号　指定管理者の指定について（上毛町西友枝体験交流センター）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１４、議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第２１号に反対の立場から討論いたします。

　町長の公約の中に、介護予防を推進し、高齢者の在宅支援を掲げているが、予算編成、基本方針の中にこのことは何も触れられていません。
　小学校の給食調理業務委託は食育という観点から考えると好ましい実施方法ではありません。
　同和行政は中止し、一刻も早く一般行政へ移行すべきです。
　京築地区水道企業団出資金６４０万円の増額は、町の水需要を超えた供給量となります。
　憲法違反の築城基地協賛会、京築自衛官募集事務連絡協議会への負担金と、自衛隊協力金助成金が支出されています。
　大池公園開発事業については十分な費用対効果、事業の収支状況の十分な調査が行われていない中で実施を進めようとしています。
　以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

　宮本議員。

○１１番（宮本理一郎君）私は、議案第２１号に賛成の立場より討論いたします。
　本予算については、広く住民生活に直接影響を及ぼす重要な案件ばかりであり、また、計画事業が予定とおり実施、推進させる必要性から粛々と執行されるべきものと考え、このような立場により、私は本予算に賛成するものでございます。

○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）起立多数。よって、議案第２１号　平成２７年度上毛町一般会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１５、議案第２２号　平成２７年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第２２号に反対の立場から討論いたします。
　国保の加入者のほとんどの方が、国保税の負担が重いと言っています。国は１９８４年まで医療費の４５％を負担していましたが、医療給付費の５０％にして医療費ベースで負担割合を引き下げています。国の国保の運営のあり方に問題がありますので、この議案に反対いたします。
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）起立多数。よって、議案第２２号　平成２７年度上毛町国民健康保険特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１６、議案第２３号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第２３号に反対の立場から討論いたします。
　後期高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者と切り離して差別医療を押しつけるものであるから、この議案に反対いたします。

○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

　宮本議員。

○１１番（宮本理一郎君）私は、議案第２３号に賛成の立場より討論いたします。
　私ども国民は、国民として国家より応分の恩恵を受けており、逆に国民として応分の負担をすべきと考えます。したがって、本予算に賛成するものであります。

○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）起立多数。よって、議案第２３号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１７、議案第２４号　平成２７年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２４号　平成２７年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１８、議案第２５号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２５号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１９、議案第２６号　平成２７年度上毛町奨学資金特別会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２６号　平成２７年度上毛町奨学資金特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２０、議案第２７号　平成２７年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２７号　平成２７年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算は、原案のとおり可決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２１、議案第２８号　町道路線の変更について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２８号　町道路線の変更については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２２、議案第２９号　町道路線の廃止について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第２９号　町道路線の廃止については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２３、議案第３０号　町道路線の認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３０号　町道路線の認定については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２４、議案第３１号　新町建設計画の変更について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３１号　新町建設計画の変更については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２５、議案第３２号　上毛町土地開発公社定款の一部を変更する定款について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３２号　上毛町土地開発公社定款の一部を変更する定款については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第２６、議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３３号　福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────

　ここで、議員提出の追加提案がありますので、暫時休憩します。再開は議場の時計で１１時３０分から再開しますので、お願いいたします。

　議会運営委員会を開催しますので、議会運営委員におかれては、このまま委員会室に御参集ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時１２分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時２７分
○議長（安元慶彦君）休憩を解き、議事を再開します。
　ここで、議員並びに執行部に議事追加日程及び議案書を配付しておりますので、御参照ください。これから、本日追加案件の審議を行います。

　追加日程第１、発議第２号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　大山議員。

○９番（大山　晃君）それでは、趣旨説明をさせていただきます。発議の提出者として、発議第２号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを説明させていただきます。

　この議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び上毛町議会規則第１４条第２項の規定により提出しております。

　このことにつきましては、提案理由にありますように２点の改正の理由があります。

　まず１点は、先ほど可決していただきました議案第９号　上毛町課設置条例の一部を改正する条例で、新たに開発交流推進課を設置されることに関連し、本条例第２条における総務産業建設常任委員会の所管に、この新しい課を加える必要が生じたことであります。

　もう１点は、執行部提案の教育委員会制度の諸改正に伴うものです。教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者（新教育長）を置くことなどを内容とする、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律とあわせ、地方自治法第１２１条（長及び委員長等の出席義務）が改正されたことから、上毛町議会委員会条例第１９条を改正するものであります。

　以上で趣旨説明を終わります。

○議長（安元慶彦君）大山議員の趣旨説明が終わりました。趣旨説明に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、趣旨説明に対する質疑を終わります。
　大山議員、ありがとうございました。
　これから、討論を行います。反対討論ありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

　宮本議員。

○１１番（宮本理一郎君）本議案に関しては、私は、本町発展、活性化の祈願並びに方向性を示すものであり、教育と地域振興が併存して推進されることは、まことに力強いことであると考えます。地方教育行政が基盤となり、そこで育った若者が成長して、地域の発展に寄与するという構想は、これから必要なことであり、本町の必要不可欠な方向性だと思い、賛成するものであります。
○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、発議第２号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）日程第２７、議会運営委員会の開会中の継続審査・調査の申し出についてを議題といたします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査したい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。
───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）日程第２８、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題といたします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに、御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）以上で本日の議事日程を全て終了いたしました。

　これで、平成２７年第１回上毛町議会定例会を閉会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時３８分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。
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